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1す べ り摩耗 との複合損傷
例えば,内燃機関のコネクティングロッ ド軸受
のような軸受では,軸 と軸受面の接近離反の繰返
しによるキ ャビテーション壊食 とすべ り摩耗の
複合損傷が考えられる,しか し,摩耗に及ぼす壊
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たL2),図Xは流動パラフィン中で種々の時間キ
ャビテーション壊食試験を行なったCu-Pb合金
(ケルメッ ト)の面を摩擦 したときの すべ り距離
に対する摩耗量 と損傷面の中心線平均粗 さ1㍉の
変化を示 している,図 中のOAは 摩擦面に生 じた
キャビテーション壊食量を示 し,ABはその後の
すべり摩耗量を示 している,摩擦開始時には摩耗
量は大 きいが,や がて定常摩耗 とな り,その勾配
は摩耗試験 のみの摩耗率(図 中の一点鎖線)と等
しくなる.図 に細線で示すように定常摩耗の直線


















OSn基 ホ ワイ トメ タル
.Pb基 ホ ワ イ トメ タル






































き最 も大 きく,2回目以降は減少するが,材 料に
よって損傷量 に大 きな違 いがみられる.図1と 同
様に2回 目以降の摩耗試験でも摩耗加速量が計算
できる.し か し,キ ャビテーション損傷量が少な
い表面では,模 式的に図中に拡大 して示すよ う
に,lkm摩擦後 に定常摩耗 に達 していると仮定
すると,II'のような潜伏期間が現われる,こ こ
で,T'は1を 通 る水平線 とJを通 る傾きが定常































































































































図5のPb基 ホワイ トメタルは最 も大きな摩耗加
速量を示すだけでなくr2回目以降もわずかな壊
食量 に対 して も摩耗 は加速 される.こ れに対 し





す る鉛や硬い β相(SbSn)の方形結 晶の脱落の
しやす さに支配 されている.こ れらのホワイ トメ





















































2.ス ラ リ ー 摩 耗 と の 複 合 損 傷
土砂を多量に含んだ河川流域で使用 される水力































Φ:ス ラ リー 摩耗(けい砂)





























mニ スラリー tけ い砂)





















v=Om/s(オ ー プ ンビー カ)
　リサもらメしらゆサ コのリ ノ ら ロ ユゐ の ド
嚇 儒 ・'琳7
v=5m/s






































































































図12キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 係 数 σ とAEエ ネ ル
ギ ー との 関 係
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では けい砂の濃度が増すほど壊食量は漸減傾向
にあるが,流速が10m/sでは3%以 上,13m/s






















流 速:40m/sス ラリー 粒 子 径:8μm


















































図12の よ う に な る.キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 係 数 の 減
少 に 伴 いAEエ ネ ル ギ ー は 単 調 に 増 加 し極 大 値 を
示 した の ち 減 少 す る,AEエ ネ ル ギ ー が 最 大 と な
る σ=0.1～0.2の 範 囲 で は 清 水 に 比 べ て 土 砂 水
は1.3倍 大 き い.そ の た め,キ ャ ビ テ ー シ ョ ン係
数 σ と 摩 耗 量 や 摩 耗 深 さ の 関 係 も 図13に 示 す よ
う に 複 合 損 傷 の 大 き い σ=0.1～0.2で 増 加 し て
い る 。
図14は 土 砂 濃 度 と 摩 耗 量 の 関 係 を 示 し た も の
で あ る 。 σ=0.6で は 土 砂 濃 度 が0～30g〃 ま で
は 直 線 的 に 増 加 し,そ れ 以 上 に な る と増 加 傾 向 が
ゆ る や か に な る.σ=0.12の 複 合 損 傷 で も 同 じ
傾 向 を 示 す が,σ 薫0,6の 場 合 に 比 べ て1.3倍 大
き く,キ ャ ビ テ ー シ ョ ン に よ り損 傷 が 加 速 さ れ て
い る こ と が わ か る.
こ の よ う に ス ラ リー 摩 耗 と キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 壊
食 の 複 合 損 傷 は 流 体 機 械 と し て 最 も厳 しい 損 傷 で
今 後 一 層 の 研 究 と対 策 が 望 ま れ る,

















終わ りに長期 にわたって連載 していただいた
「機械の研究」編集部に感謝致 します.ま た,本稿
をまとめるに当たって引用させていただいた多く
の論文の著者の方々に心よ り厚 くお礼申し上げま
す.
(本講座 完結)
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